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役行者像（磨崖仏）
1770年（明和8年）に、上肥田村
の庄屋林五右衛門の発願によって制
作されました。
この年の開眼供養が行われ、玉眼の
痕跡があり黄金がはめ込まれていた
との言い伝えがあります。
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５月10日に第２回臨時会が開催され議会運営委員、常任委員などが選出されました。
さらに議会運営委員会、各常任委員会、各特別委員会の正副委員長選挙が行われました。
議会構成、本会議での採決状況及び結果については、以下のとおりです。

平成30年第2回臨時会報告

議長 加藤　辰亥監査委員 髙井由美子 副議長 加藤　淳一

議会運営委員会とは
円滑な議会運営ができるよ

うに、議会の日程調整や本会
議の進行の確認など、議会運
営全般について協議します。

第１常任委員会とは
総務部、市民部、福祉事

務所、会計課、総合病院、老
人保健施設やすらぎ、駄知診
療所に関することを審査しま
す。

第２常任委員会とは
建設部、経済環境部、水道

部下水道課、水道部水道課、
農業委員会、教育委員会に関
することを審査します。
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議第42号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第43号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第44号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第45号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第46号 同意 ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － ○ ○ ○ － ※ ○ － ○

○：賛成　 ×：反対　 －：棄権　 ※：除斥
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議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第42号
専決処分の報告及び承認について
平成29年度土岐市一般会計補正予算（第8号）

補正額　81,126千円

議第43号
専決処分の報告及び承認について
土岐市税条例の一部を改正する条例について

地方税法の一部改正に伴うもの

議第44号
専決処分の報告及び承認について
土岐市都市計画税条例の一部を改正する条例について

地方税法の一部改正に伴うもの

議第45号
専決処分の報告及び承認について
土岐市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課
税に関する条例の一部を改正する条例について

地域再生法第17条の6に定める省令の一
部改正に伴うもの

議第46号 土岐市監査委員の選任同意について 髙井由美子さんの選任同意

正 副 議 長 議　　長 加藤　辰亥
 副 議 長 加藤　淳一
 監査委員 髙井由美子
委 員 会 構 成 等　　◎委員長　○副委員長
 ◎西尾　隆久　　○山田　正和　　髙井由美子　　渡邉　　隆
 　楓　　博元　　　北谷　峰二　　各務　和彦　　小関　篤司

　　　　　　  ┬ ◎水野　哲男　　○水石　玲子　　西尾　隆久　　山内　房壽
　　　　　　│ 　渡邉　　隆　　　杉浦　司美　　加藤　淳一　　北谷　峰二
　　　　　　│ 　小関　篤司
　　　　　　│
　　　　　　└ ◎楓　　博元　　○各務　和彦　　小栗　恒雄　　髙井由美子
 　加藤　辰亥　　　後藤　久男　　山田　正和　　鈴木　正義
 　和田　悦子

　　　　　　  ┬ ◎和田　悦子　　○小関　篤司　　杉浦　司美　　加藤　淳一
　　　　　　│ 　後藤　久男　　　山田　正和　　鈴木　正義　　水野　哲男
　　　　　　│ 　水石　玲子
　　　　　　│
　　　　　　└ ◎山内　房壽　　○小栗　恒雄　　西尾　隆久　　髙井由美子
 　渡邉　　隆　　　楓　　博元　　加藤　辰亥　　北谷　峰二
 　各務　和彦

　　　　　　　　　東濃農業共済事務組合　　　　　　　　　加藤　辰亥
　　　　　　　　　東濃西部広域行政事務組合　　　　　　　加藤　辰亥　　水野　哲男　　楓　　博元
　　　　　　　　　土岐川防災ダム一部事務組合　　　　　　加藤　辰亥
　　　　　　　　　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合　　加藤　辰亥　　水野　哲男　　水石　玲子

 （土岐津）北谷　峰二　（下石）杉浦　司美　（妻木）加藤　淳一　（濃南）水野　哲男
 （駄知）　 西尾　隆久　（肥田）水石　玲子　（泉）　 各務　和彦

議会運営委員会

常任委員会 第１常任委員会

第２常任委員会

特別委員会 議　会　改　革

行 財 政 改 革

組　合　議　員

議　員　団　長

議議 会会 構構 成成
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議案番号 議決結果
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議第1号 可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ × × ○
議第2号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第3号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第4号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第5号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第6号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第7号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第8号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第9号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第10号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第11号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第12号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
議第13号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第14号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第15号 可決 × ○ ○ ○ × － ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第16号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第17号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第18号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第19号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第20号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第21号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第22号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第23号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第24号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第25号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第26号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第27号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第１回定例会には、平成30年度予算関係11件、平成29年度補正予算関係４件、条例関係18件、人事案件
３件、その他の案件７件の合計43件が市長から上程されました。
今定例会に上程されました予算関係、条例関係、その他の案件の40件は、各常任委員会に付託され、３
月12日～16日に審査し、本会議において、原案のとおり可決しました。
人事案件３件については、２日目に採決をし、原案のとおり同意しました。
本会議での採決状況及び結果につきましては、下表のとおりです。 ○：賛成　×：反対　－：棄権
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議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第1号 平成30年度土岐市一般会計予算 総　額 26,200,000千円
議第2号 平成30年度土岐市下水道事業特別会計予算 総　額 1,934,710千円
議第3号 平成30年度土岐市国民健康保険特別会計予算 総　額 6,089,247千円
議第4号 平成30年度土岐市駐車場事業特別会計予算 総　額 63,327千円
議第5号 平成30年度土岐市介護保険特別会計予算 総　額 5,994,415千円
議第6号 平成30年度土岐市農業集落排水事業特別会計予算 総　額 39,783千円
議第7号 平成30年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計予算 総　額 53,761千円
議第8号 平成30年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別会計予算 総　額 5,887千円
議第9号 平成30年度土岐市後期高齢者医療保険特別会計予算 総　額 756,848千円
議第10号 平成30年度土岐市病院事業会計予算 総　額 6,842,027千円
議第11号 平成30年度土岐市水道事業会計予算 総　額 2,834,533千円
議第12号 平成29年度土岐市一般会計補正予算（第６号） 補正額 284,085千円
議第13号 平成29年度土岐市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 86,811千円を翌年度への繰り越すもの
議第14号 平成29年度土岐市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号） 補正額 19,753千円

議第15号 土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例について 教育長の給料月額を改定するため

議第16号 土岐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例について

年次有給休暇等について、年度単位で付与、
繰越しを行うため

議第17号 土岐市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 地方公共団体の手数料の標準に関する政令の
一部改正等に伴うもの

議第18号 土岐市積立基金条例の一部を改正する条例について 土岐市一般廃棄物処理施設整備基金を設置す
る等のため

議第19号 土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 国民健康保険法施行令の一部改正及び国民健康
保険料の算定方式を変更することに伴うもの

議第20号 土岐市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する
条例について

高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正
に伴うもの

議第21号 土岐市介護保険条例の一部を改正する条例について 介護保険料の改定及び介護保険法の一部改正
に伴うもの

議第22号
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関
する基準等の一部を改正する省令の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例について

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び
運営に関する基準等の一部改正等に伴うもの

議第23号 土岐市指定居宅介護支援等の基準等を定める条例につ
いて

居宅介護支援事業者の指定権限が県から移譲
されることに伴うもの

議第24号 土岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準の一部改正等に伴うもの

議第25号 土岐市認定こども園条例等の一部を改正する条例につ
いて

土岐市立下石保育園、土岐市立山神保育園及
び土岐市立下石小学校附属幼稚園を廃止し、
土岐市立西部こども園を設置する等のため

議第26号 土岐市小口融資条例の一部を改正する条例について 中小企業信用保険法の一部改正に伴い、融資
の条件を変更するため

議第27号 土岐市立家畜診療所設置条例の一部を改正する条例について 農業災害補償法施行規則の全部改正等に伴うもの

第 １ 回 定 例 会 報 告
平成30年
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委員会報告（第１常任委員会）
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議第28号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第29号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第30号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第31号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第32号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第33号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第34号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第35号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第36号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第37号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第38号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議第39号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第1号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第2号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第40号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第41号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度土岐市一般会計予算について（所管部分）
　　　新庁舎建設事業に対する起債は、何年償還の予定か。
　　　庁舎の耐用年数も勘案し、30年で検討している。
　　　岐阜県清流の国ぎふ市町村提案事業補助金の補助対象事業について。
　　　県産材の利活用に対する補助であり、新庁舎１階カウンター部分に、
県産材の木を使用した家具の設置を予定している。
　　　東美濃ナンバー実現協議会負担金について。
　　　ナンバー導入に関する市民への合意形成を引き続き実施するととも
に、図柄の考案に伴う費用を負担する。
　　　成年後見業務委託料について、現在何名の利用があるのか。
　　　土岐市内の対象者は、106名である。

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

○：賛成　×：反対　－：棄権

新庁舎フロアイメージ
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議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第28号 土岐市農業共済事業の実施に関する条例を廃止する条
例について

農業共済事業が東濃農業共済事業組合に移行
したため

議第29号 土岐市生活環境保全に関する条例の一部を改正する条例について 旅館業法の一部改正に伴うもの

議第30号 土岐市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改
正する条例について

一般廃棄物の処分等の手数料の減免規定を改
正するため

議第31号 土岐市都市公園条例の一部を改正する条例について 都市公園法施行令の一部改正に伴うもの

議第32号 土岐市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例について

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定
める政令の一部改正等に伴うもの

議第33号 東濃農業共済事務組合規約の変更について 農業災害補償法の一部改正に伴い、農業経営
収入保険事業を実施する等のため

議第34号 平成30年度19号土岐口開発アクセス道路工事の施行
に関する契約について

土岐口開発アクセス道路工事の施行に関する
契約を、国土交通省中部地方整備局と締結し
ようとするもの

議第35号 土岐口開発アクセス道路の国道19号への取付等工事
の施行に関する契約の変更について

土岐口開発アクセス道路の国道19号への取付等工事
の施行に関する契約（平成29年３月27日議第26号議
決）について、契約の金額を変更しようとするもの

議第36号 土岐口開発アクセス道路工事（２）の請負契約につい
て

土岐口開発アクセス道路工事（２）の請負契約を、
株式会社早野組岐阜営業所と締結しようとするもの

議第37号 栄橋架替（第４期）工事の請負契約の変更について
栄橋架替（第４期）工事の請負契約（平成
29年６月23日議第41号議決）について、契
約の金額を変更しようとするもの

議第38号 土地の処分について 市有地である土岐市土岐ヶ丘４丁目１番１をNEXCO
中日本開発株式会社へ売却しようとするもの

議第39号 土岐市教育長の任命同意について 山田恭正氏の任命同意

諮第1号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について 稲垣妙子氏の推薦同意

諮第2号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について 小島敦子氏の推薦同意

議第40号 平成29年度土岐市一般会計補正予算（第7号） 補正額　　　　　85,517千円

議第41号 西部こども園建設工事（建築工事）の請負契約につい
て

西部こども園建設工事（建築工事）の請負契約を徳倉
建設株式会社　岐阜営業所と締結しようとするもの

　　　恵風荘の指定管理料について、前年より減額されている理由と入所者数について。
　　　運営実績から積算した。入所者は２月末現在で14名である。
　　　中国残留邦人生活支援給付事業について、対象世帯の内、配偶者支援は何名受けられているのか。
　　　４世帯５名のうち、配偶者支援は１名である。
　　　日日雇用保育士の賃金について、臨時職員何名分か。また、その内、担任を持つ職
員への処遇は。
　　　96名の臨時職員で、その内、担任を持つ職員を４名想定し、時給にして70円上乗
せしている。
　　　特定不妊治療費助成事業について、助成額を増額した理由は。
　　　実績により増額しており、５万円助成対象者を５名、２万５千円助成対象者を20名
上乗せし、それぞれ45名の助成で積算している。

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑

答弁

質疑
答弁
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平成30年度土岐市一般会計予算について（所管部分）続き
　　　濃南分団中核拠点施設建設事業について、建設による効果は。
　　　消防団員の減少問題がある中、５か所に分散して配置されている車両の内３台を、中核拠点施設の１か
所に配置することにより、災害発生時に速やかに人員を確保して出動することができる。
　　　西部こども園整備について、250名という大規模な園では、子どもに対して目が行き届くか不安である。
また、東美濃ナンバーの負担金について、アンケート調査では反対が賛成を上回る結果であり、今後税金を投
入することに疑問があり、この予算に反対する。
　　　電源立地地域対策交付金は、発電施設の設置、運転について立地周辺地域の理解を得るために交付され
るものであり、交付金を受け取るべきでないと考え、この予算に反対する。

質疑
答弁

討論

討論

平成30年度土岐市国民健康保険特別会計予算について
　　　保険制度改革により、資産割がなくなるが、その分、
保険料は上がらないのか。
　　　固定資産を持たない一部の高額所得者は上がる可能
性があるが、ほとんどの方は保険料が下がる見込みである。
　　　標準保険料率は、県下でどの位の水準か。
　　　平成30年度の県平均保険料は、110,546円。土岐
市は24番目の108,444円である。

質疑

答弁

質疑
答弁

平成30年度土岐市病院事業会計予算につい
て
　　　常勤医師退職による患者数の影響は。
　　　入院患者数は前年度予算比２％減で見
込んでいる。外来患者数は、非常勤職員での
対応に目途が付き、支障がない体制が整いつ
つあり、前年度比1.8％増を見込んでいる。

質疑
答弁

土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例について
　　　なぜこの時期に報酬審議会にかけられ
たのか。
　　　新しい教育長制度となり、今の給料月
額が妥当であるかをご審議いただくため、諮
問した。
　　　教育委員会所管施設でも利用料の改定
がなされ、多くの市民に負担を強いている状
況を鑑み、この条例に反対する。

質疑

答弁

討論

土岐市介護保険条例の一部を改正する条例に
ついて
　　　保険料標準月額は、6,154円だが、ど
の位上がり、県下でどの位の水準か。
　　　前回の標準月額から9.9パーセントの
増となり、現時点の情報として県下で３番目
の水準である。
　　　大幅な保険料の引き上げであり、県下
でも高い水準の保険料であるため、この条例
に反対する。

質疑

答弁

討論

平成30年度土岐市介護保険特別会計予算
について
　　　介護給付費準備基金の残高について。
　　　今後積立を予定している額を合わせ
１億５千万円程度となる。
　　　県下でも高い水準の保険料であり、
基金などを利用し、できるだけ保険料負担
を減らせるよう要望し、この予算に反対する。

質疑
答弁

討論

平成29年度土岐市一般会計補正予算（第６号）につい
て（所管部分）
　　　土岐ヶ丘の不動産売払収入について、取得時の購
入価格は。
　　　約３億４千７百63万円である。

質疑

答弁

土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
　　　基礎賦課限度額の引き上げで２割軽減、５割軽減
の対象者がどれだけ増えるのか。
　　　平成29年度の保険料を基に試算するとそれぞれ
20世帯増加する見込みである。

質疑

答弁

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関す
る基準等の一部を改正する省令の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例について
　　　施設基準の緩和により、サービスの質の低下とな
らないか。
　　　質の低下を起こさないよう指導をしていく。
　　　職員に負担がかかり、サービスの質の低下の懸念
もあり、この条例に反対する。

質疑

答弁
討論

西部こども園完成イメージ

土 岐 市 議 会 だ よ り土 岐 市 議 会 だ よ り

9

土岐市認定こども園条例等の一部を改正する条例につ
いて
　　　西部こども園について、建設前になぜ条例に位
置づけるのか。
　　　建設工事のタイミングに合わせ位置づけた。
　　　250名の大きな規模は、保育教育として目が行
き届かないのではないかと言う不安があり、この条例
に反対する。

質疑

答弁
討論

平成29年度土岐市下水道事業特別会計予算
　　　排水施設管理費が大幅に増額となっている
理由は。
　　　古くなり傷んだ管の布設替え等を行う管路
更生工事を実施するためである。

質疑

答弁

平成30年度土岐市一般会計予算（所管部分）
　　　ごみ処理手数料が1億４千万円増額となった理由は。
　　　家庭ごみの有料化及び、産業廃棄物の処理費用の引き上げによる。
　　　商工手数料について、陶磁器試験場手数料が減っているが、値上げが影響しているのか。
　　　陶磁器業界の景気の影響が大きく、値上げの影響では
ないと考えている。
　　　放課後教室自己負担金について、2割程増額となってい
るが、その理由は。
　　　平成28年度実績による積算であるが、参加者は毎年増
加傾向である。
　　　一般廃棄物処理施設等整備基金積立金の積算根拠は。
　　　歳入のごみ処理手数料からごみ袋の売りさばき手数料、
ごみ袋製造委託料等諸経費を差し引いた額の2分の1を積み立
てる。
　　　交通安全対策費について、運転免許証返納報奨金について。
　　　免許証返納時に4,320円分のタクシー等のチケット配布を予定しており、120名分予算計上している。
　　　教育指導費のコミュニティ・スクール推進事業について。
　　　各学校に学校運営協議会を設置し、地域の方々や保護者の皆さんに主体的に学校経営に参画していただ
き、教育活動の応援をお願いするのもので、平成30年度は妻木小学校と肥田中学校で先進的に取り組み、今後、
市内全小中学校で進めていく計画である。
　　　文化振興費の史跡乙塚古墳附段尻巻古墳保存整備事業について内容と進捗状況は。
　　　平成29年度に基本設計を行っているが、平成30年度は実施設計、平成31、32年度で整備工事を計画し
ており、現在文化庁と協議中である。
　　　体育施設整備工事について、どのような弓道場で、管理はどこがやるのか。
　　　弓道場は建築面積318.94㎡。射場　271.55㎡。的場47.39㎡。構造は鉄骨平屋建て、6人立で、弓道協
会による指定管理を考えている。
　　　電源立地地域対策交付金が、環境センター等の職員の人件費に充当されているのは、市民感情として到
底理解できないことである。今一度見つめ直して精査していただくことを願い、この予算には反対する。

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑

答弁

質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

討論

西部こども園建設工事（建築工事）の請負契約
について
　　　落札率は何パーセントか。
　　　一般競争入札を実施し、落札率は83.3
％である。
　　　250名の大きな規模は、保育教育として
目が行き届かないのではないかと言う不安があ
り、この条例に反対する。

質疑
答弁

討論

平成29年度土岐市水道事業会計予算
　　　漏水調査は嘱託職員が行っていたが、有収率
が低下したので委託することとしたのか。
　　　経験豊富な漏水調査員が不在となったことか
ら、他市の状況も踏まえ、緊急時に対応できるよう
委託することとした。

質疑

答弁

委員会報告（第2常任委員会）

放課後教室の子供たち
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小関　祥子後藤　久男

◆
総
合
病
院
の
健
全
経
営
化
と
市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

総
合
病
院
の
人
事
・
予
算
等
の
権
限
及

び
経
営
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
、
現
状
の

総
合
病
院
に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は
。

　

総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
を
置

い
て
い
な
い
た
め
、
す
べ
て
私
に
責
任
が

あ
る
。
赤
字
の
責
任
や
医
師
が
集
ま
ら
な

い
責
任
な
ど
、
問
題
は
あ
る
が
、
私
な
り

に
結
構
努
力
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　

総
合
病
院
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
、
方

向
性
と
実
現
可
能
な
方
策
に
つ
い
て
。

　

自
治
体
が
病
院
を
経
営
す
る
の
は
、
一

つ
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
大
事
な
こ
と
は

地
域
医
療
を
い
か
に
守
る
か
に
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
が
一
番
の
主
眼

で
、
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、
存
続
・
廃

止
・
統
合
な
ど
い
ろ
い
ろ
含
め
て
、
考
え

て
い
き
た
い
。

　

病
院
事
業
管
理
者
を
置
き
、
医
師
や
看

護
師
、
医
療
技
術
者
の
採
用
や
内
部
組
織

編
成
の
人
事
や
財
政
な
ど
、
明
確
な
経
営

管
理
者
を
持
た
せ
る
、
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

専
門
的
知
識
の
あ
る
方
が
管
理
者
に
な

っ
て
い
た
だ
く
の
は
非
常
に
効
果
的
と
思

い
ま
す
が
、
な
か
な
か
人
材
が
い
な
い
。

有
効
な
手
段
と
思
う
が
、
大
学
か
ら
優
秀

な
人
を
派
遣
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、

幾
ら
全
部
適
用
を
し
て
も
難
し
い
と
思
う
。

　

４
月
か
ら
当
面
の
間
、
医
師
不
足
の
た

め
紹
介
状
が
な
い
患
者
の
初
診
外
来
を
休

止
し
、
内
科
の
外
来
は
紹
介
状
が
あ
る
か
、

既
に
通
院
中
の
患
者
で
電
話
予
約
し
た
場

合
の
み
診
療
す
る
。
と
あ
る
が
、
公
立
病

院
と
し
て
の
機
能
が
で
き
る
の
か
。

　

日
常
生
活
の
中
で
必
要
な
診
療
を
提
供

す
る
開
業
医
の
先
生
方
か
ら
、
ご
紹
介
を

受
け
て
入
院
医
療
を
主
体
と
し
た
専
門
的

な
医
療
を
提
供
す
る
。

　

医
師
確
保
の
た
め
、
東
濃
厚
生
病
院
と

の
統
合
を
瑞
浪
市
な
ど
と
検
討
し
て
い
る

と
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
本
当
な
の
か
。

１
病
院
化
が
ベ
タ
ー
だ
が
統
合
形
態
が
課

題
と
市
長
は
言
っ
て
み
え
る
が
、
議
会
に

相
談
も
な
く
決
定
し
て
も
良
い
の
か
。

　

土
岐
市
と
瑞
浪
市
、
厚
生
連
と
の
中
で

検
討
し
た
だ
け
で
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、
こ
れ
か
ら
議
会
、
市
民
、
病
院
関
係
、

そ
し
て
具
体
的
な
方
向
性
も
含
め
て
こ
れ

か
ら
の
検
討
で
あ
り
、
１
病
院
化
が
望
ま

し
い
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
て

い
る
が
、
実
現
可
能
な
案
で
な
け
れ
ば
難

し
い
の
で
、
ど
う
い
う
方
法
が
で
き
る
の

か
、
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
皆
さ

ん
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

小関　祥子山内　房壽

◆
財
政
に
つ
い
て

　

土
岐
市
は
現
在
新
庁
舎
建
設
・
イ
オ
ン

取
付
道
路
整
備
・
駅
前
広
場
整
備
・
西
部

こ
ど
も
園
等
の
大
型
事
業
が
あ
り
そ
の
事

業
に
は
合
計
で
百
億
円
前
後
の
予
算
で
財

政
を
圧
迫
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成

25
年
度
と
30
年
度
の
基
金
残
高
は
？

　

予
算
額
で
25
年
度
は
86
億
４
千
万
円
、

30
年
度
は
63
億
２
千
万
円
で
す
。

　

平
成
25
年
度
と
30
年
度
の
市
債
残
高

は
？

　

平
成
25
年
度
は
１
２
４
億
６
千
万
円
で

30
年
度
は
１
９
５
億
円
で
す
。

　

平
成
25
年
と
30
年
を
比
較
す
る
と
基
金

は
23
億
２
千
万
減
少
し
、
市
債
は
70
億
４

千
万
増
加
し
合
計
で
93
億
６
千
万
円
の
資

金
が
減
少
し
た
と
認
識
し
て
宜
し
い
で
す

か
？

　

市
債
残
高
に
は
本
来
収
入
で
あ
る
べ
き

臨
時
財
政
対
策
債
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
一
般
会
計
の
市
債
返
済
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
財
政
へ
の
影
響
は
？

　

将
来
の
実
質
公
債
比
率
の
推
計
は
現
在

よ
り
は
上
が
り
ま
す
が
憂
慮
す
べ
き
状
況

で
は
な
い
と
見
通
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
各
町
に
計
画
さ
れ
て
い
る
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
は
？ 

　

ま
だ
構
想
段
階
で
事
業
費
と
し
て
の
算

入
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

３
園
建
設
す
る
と
な
る
と
30
億
円
位
か

か
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
次
に
総
合
病
院

の
空
調
の
整
備
は
？ 

　

空
調
関
係
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
概

ね
24
億
円
か
か
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

加
藤
市
長
が
記
者
会
見
で
発
表
さ
れ
た

病
院
再
編
に
つ
い
て
の
試
算
は
？

　

現
在
は
何
も
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

総
合
病
院
は
現
行
の
ま
ま
あ
る
い
は
再

編
整
備
い
ず
れ
の
方
向
で
も
相
当
額
の
予

算
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
認
定
こ
ど
も
園

の
新
設
・
ゴ
ミ
焼
却
炉
建
設
等
大
型
の
事

業
も
控
え
て
お
り
人
口
減
少
や
想
定
さ
れ

て
い
る
大
型
災
害
発
生
時
に
は
災
害
復
旧

費
は
相
当
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
今
後
行

財
政
改
革
を
行
い
将
来
に
備
え
る
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
が
市
長
の
考
え
は
？

　

人
口
減
少
社
会
で
あ
り
歳
入
の
確
保
や

企
業
誘
致
で
税
収
の
増
、
施
設
の
統
廃
合

を
順
番
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
財
政
が
厳
し
い
か
ら
と
い
っ
て
施
設
の

統
廃
合
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
市
民
に
負

担
の
か
か
ら
な
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
行
財
政
改
革

を
要
望
し
ま
す
。
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小関　祥子北谷　峰二

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

新
聞
記
事
に
「
総
合
病
院
と
東
濃
厚
生

統
合
最
も
適
当
、
検
討
会
の
結
果
発
表
」

と
掲
載
さ
れ
た
が
こ
の
三
者
協
議
会
は

我
々
も
傍
聴
出
来
な
い
様
な
協
議
会
の
結

論
で
、
紙
面
で
そ
れ
を
見
た
市
民
の
方
々

は
統
合
す
る
の
か
総
合
病
院
は
無
く
な
っ

て
し
ま
う
の
か
と
不
安
を
抱
い
て
お
り
ま

す
。
市
長
は
ど
の
様
な
考
え
で
コ
メ
ン
ト

を
発
し
た
の
か
。

　

２
回
の
報
道
で
１
回
目
は
独
自
取
材
で

そ
う
い
う
動
き
が
あ
り
ま
す
よ
と
言
う
こ

と
で
先
行
し
て
発
表
さ
れ
２
回
目
は
そ
う

言
う
こ
と
が
出
た
以
上
説
明
責
任
を
果
た

さ
な
い
か
ん
と
言
う
こ
と
で
今
行
っ
て
い

る
こ
と
を
き
ち
ん
と
皆
さ
ん
に
示
し
た
く

発
表
。
三
者
の
中
で
話
し
合
っ
た
一
つ
の

一
番
い
い
案
と
し
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
話

を
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
と
言
う
先
ず
元

案
を
作
っ
た
と
言
う
段
階
で
す
。

　

医
師
が
一
度
に
９
名
も
辞
め
て
し
ま
う

異
常
事
態
に
市
長
は
病
院
管
理
者
で
最
高

責
任
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
に
引
き

留
め
を
さ
れ
た
の
か
。

　

医
局
人
事
の
医
師
と
自
己
都
合
で
辞
め

ら
れ
る
方
に
は
引
留
め
し
て
な
い
。
院
長

や
事
務
局
長
は
一
生
懸
命
引
留
め
て
頂
い

た
。
定
年
で
辞
め
ら
れ
る
方
は
定
年
延
長

を
お
願
い
し
た
が
次
の
所
が
決
ま
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
引
留
め
が
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

推
進
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
。

　

改
革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
で
の
議
論
を

踏
ま
え
て
東
濃
中
部
医
療
提
供
体
制
検
討

会
検
討
結
果
及
び
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン

専
門
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
土
岐
市
病

院
事
業
に
お
け
る
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

経
営
形
態
の
具
体
的
な
方
向
性
等
に
つ
い

て
協
議
頂
く
と
言
う
予
定
を
し
て
い
る
。

　

市
民
、
病
院
職
員
の
意
見
は
ど
の
様
に

取
入
れ
ら
れ
市
民
へ
の
周
知
は
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
様
な
意
見
を
聴

く
の
は
大
事
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

絶
対
や
ら
な
い
か
ん
が
、
専
門
的
な
知
識

が
要
る
か
ら
最
終
的
に
は
市
長
と
議
会
が

責
任
と
権
限
を
持
っ
て
物
事
を
決
め
る
と

言
う
の
が
筋
で
あ
り
話
し
合
い
の
過
程
を

公
表
し
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
入
れ
な
が
ら

決
め
て
い
き
た
い
。
病
院
職
員
に
対
し
て

今
後
三
者
で
の
協
議
を
進
め
る
中
で
説
明

会
形
式
に
な
る
か
代
表
の
方
と
話
す
の
か

要
所
要
所
で
話
を
さ
せ
て
頂
く
考
え
。

　

仮
に
一
病
院
化
に
な
っ
た
場
合
の
将
来

像
を
見
据
え
て
研
究
検
討
し
て
い
る
は
ず
。

財
源
や
土
地
確
保
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

現
時
点
で
財
源
、
土
地
確
保
に
関
す
る

質
問
の
お
答
え
は
控
え
さ
せ
て
頂
く
。

小関　祥子水野　哲男

◆
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
布
状
況
は
。

　

障
害
者
関
係
団
体
へ
は
岐
阜
県
が
直
接

行
っ
て
い
る
。
岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
へ
四
千
個
、
岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
へ
四
千
二
百
個
な
ど
、
県
内

二
十
四
団
体
へ
合
計
一
万
四
千
個
が
配
布

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
配
布
状
況
は
、
一

月
末
現
在
で
九
十
五
個
で
あ
る
。

　

普
及
活
動
状
況
は
。

　

岐
阜
県
で
は
、
教
育
機
関
に
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
を
配
布
、
新
聞
広
告
や
Ｊ
Ｒ
の

車
内
広
告
な
ど
を
実
施
し
、
周
知
に
努
め

て
い
る
。
土
岐
市
で
は
、
福
祉
施
設
、
公

共
施
設
な
ど
約
二
十
か
所
で
ポ
ス
タ
ー
配

布
、
広
報
と
き
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

土
岐
市
に
は
普
及
活
動
団
体
は
あ
る
の

か
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
特
化
し
た
団
体
等
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
従
来
か
ら
活
動
さ

れ
て
い
る
障
害
者
団
体
の
方
々
が
、
主
に

学
校
へ
出
向
い
て
講
和
を
し
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
、

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
に
つ
い
て
活
動
さ

れ
て
い
る
。

◆
改
正
農
地
法
と
耕
作
放
棄
地
、
遊
休

農
地
の
対
策
に
つ
い
て

　

耕
作
放
棄
地
と
遊
休
農
地
の
違
い
は
。

　

遊
休
農
地
と
は
、
農
地
法
に
お
い
て
過

去
一
年
以
上
作
物
の
栽
培
が
行
わ
れ
ず
、

か
つ
常
に
耕
作
し
得
る
状
態
で
な
い
農
地

で
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
は
利
用
で
き
な
い

状
態
の
農
地
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
耕

作
放
棄
地
は
、
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
農

林
業
セ
ン
サ
ス
の
統
計
上
の
用
語
で
、
農

地
法
の
遊
休
農
地
の
利
用
状
態
に
加
え
、

休
耕
地
や
自
己
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
不

耕
作
地
も
含
め
て
い
る
。

　

耕
作
放
棄
地
の
状
況
は
。

　

耕
作
放
棄
地
は
平
成
23
年
か
ら
平
成
28

年
の
五
年
間
で
、
約
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

十
五
・
一
％
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

　

農
地
取
得
の
下
限
面
積
の
緩
和
に
つ
い

て
の
市
の
考
え
は
。

　

下
限
面
積
を
小
さ
く
す
れ
ば
、
権
利
の

移
動
が
容
易
に
な
る
反
面
、
農
地
の
小
規

模
化
が
拡
大
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
慎
重
な

判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

　

土
岐
市
の
今
後
の
農
業
施
策
は
。

　

営
農
活
動
を
支
援
す
る
た
め
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

遊
休
農
地
等
の
対
策
強
化
や
、
担
い
手
不

足
解
消
の
一
助
と
し
て
新
規
就
農
者
に
対

す
る
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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小関　祥子小栗　恒雄

◆
土
岐
市
の
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
坑

道
埋
め
戻
し
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て

　

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
の
二
〇
二
二
年

一
月
十
六
日
ま
で
の
埋
め
戻
し
発
言
を
、

信
頼
さ
れ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
（
市
長
）
は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
、
分

か
り
ま
せ
ん
。
信
頼
す
る
、
信
頼
し
な
い

の
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
う
い
う

判
断
も
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
埋
め
戻
す
の
が
当
た
り
前
の
話

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
市
長
は
分
か
ら
な

い
と
思
っ
て
み
え
る
ん
で
す
か
。

　
（
市
長
）
基
本
的
に
賃
貸
契
約
を
結
ん

で
み
え
る
の
は
瑞
浪
市
さ
ん
と
掘
削
し
て

い
る
当
事
者
の
方
で
す
の
で
、
土
岐
市
は

何
ら
契
約
行
為
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

担
保
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
権
限
も
無
い

で
す
の
で
、
隣
の
市
長
さ
ん
に
お
任
せ
し

て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
長
そ
れ
は
有
り
え
な
い
で
す
よ
。
土

岐
市
は
四
者
協
定
の
一
員
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
瑞
浪
市
が
そ
う
い
う
契
約
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に
返

し
て
も
ら
う
と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
、
四

者
協
定
の
一
員
で
あ
る
以
上
そ
れ
を
発
言

さ
れ
な
き
ゃ
な
ら
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
（
市
長
）
私
は
、
最
終
的
に
あ
そ
こ
が

処
分
地
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
反

対
す
る
と
い
う
こ
と
は
言
い
ま
す
け
ど
、

瑞
浪
市
さ
ん
の
契
約
の
履
行
が
ち
ゃ
ん
と

履
行
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
ま
で

は
、
余
り
関
心
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
の
契
約
は
瑞
浪
市
が
や
っ
た
契
約
だ

か
ら
、
瑞
浪
の
契
約
は
瑞
浪
に
任
せ
、
土

岐
市
と
し
て
は
、
発
言
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
、
も
う
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

土
岐
市
民
に
対
し
て
重
大
な
危
機
が
あ

る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
た
場
合

は
、
私
は
反
対
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

土
岐
市
は
、
長
年
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方

自
治
体
が
あ
る
種
の
決
断
を
迫
ら
れ
た
と

き
、
そ
の
決
断
を
鈍
ら
せ
る
も
の
で
、
飴

と
ム
チ
の
性
格
を
持
つ
危
な
い
交
付
金
で

す
が
、
二
〇
二
二
年
一
月
十
六
日
に
埋
め

戻
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
機
構

側
に
強
く
断
固
抗
議
を
さ
れ
ま
す
か
。

　
（
市
長
）
埋
め
戻
さ
な
い
状
態
が
危
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

皆
さ
ん
が
心
配
さ
れ
て
お
る
の
は
、
穴
が

あ
い
て
お
る
と
、
そ
こ
が
処
分
地
に
使
わ

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
僕
は

危
惧
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う

こ
と
は
な
い
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
絶
対
反
対
し
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ

期
限
が
延
び
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
些
細

な
こ
と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小関　祥子杉浦　司美

◆
平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
過
去

最
大
規
模
の
予
算
と
な
り
、
加
藤
市
政
２

期
目
の
集
大
成
と
し
て
大
変
意
欲
的
な
予

算
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、

４
つ
の
大
型
事
業
（
新
庁
舎
建
設
事
業
、

駅
前
広
場
整
備
事
業
、
土
岐
口
開
発
に
伴

う
周
辺
道
路
新
設
事
業
、
西
部
こ
ど
も
園

整
備
事
業
）
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
熊
本
地
震

を
受
け
、
耐
震
強
度
の
低
い
庁
舎
に
手
厚

い
交
付
税
参
入
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
い

い
機
会
だ
っ
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
い
い
庁
舎
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
駅
を
降

り
立
っ
た
人
が
、
い
い
ま
ち
だ
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
駅
前
広
場
に
し
た
い
。
土
岐
口

開
発
に
伴
う
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
短

期
間
に
多
額
の
道
路
整
備
費
用
が
か
か
る

が
、
将
来
の
市
税
増
収
等
見
込
め
ば
、
必

ず
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
い
う
事
業
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
。
西
部
こ
ど
も
園
整
備
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
壊
し
て
、

新
し
い
施
設
に
統
合
す
る
と
い
う
、
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
、
模
範
と
な
る
よ
う

な
事
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

大
型
事
業
が
集
中
し
た
こ
と
で
、
財
源

の
確
保
に
は
苦
慮
さ
れ
た
か
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
財
源
を
確
保
さ
れ
た
の
か
。

安
易
な
市
債
の
発
行
に
依
存
し
て
い
な
い

の
か
。

　

大
型
事
業
が
集
中
し
、
基
金
の
取
り
崩

し
と
起
債
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
起
債
の
発
行
は
、
費
用
の
平

準
化
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
を
図
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
安
易
な
市
債
に
頼

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
程
度

許
容
で
き
る
範
囲
内
で
の
発
行
だ
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題
、
増

え
続
け
る
社
会
保
障
費
な
ど
、
多
く
の
懸

案
事
項
を
か
か
え
な
が
ら
、
財
政
運
営
を

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
積

極
的
な
企
業
誘
致
等
の
推
進
に
よ
る
歳
入

の
確
保
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
痛
み
を
伴

う
行
財
政
改
革
に
、
勇
気
を
も
っ
て
取
り

組
み
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
は

な
い
か
。

　

企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
増
が
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
今
後
も
企

業
誘
致
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
一
方
で

人
口
減
少
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い
問
題
で
あ

り
、
人
口
が
減
っ
て
い
け
ば
、
施
設
も
サ

ー
ビ
ス
も
縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

職
員
の
削
減
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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小関　祥子和田　悦子

◆
土
岐
市
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
地
域
医
療
構
想
の
目
的
は
？

　

平
成
26
年
に
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進

法
が
成
立
し
、
都
道
府
県
に
策
定
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
。
医
療
介
護
需
要
が
最
大
化

す
る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
医
療
需
要
と

病
床
の
必
要
量
を
推
計
し
、
質
の
高
い
医

療
供
給
体
制
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
で
地
域
の
医
療
・
介
護
の
総
合
的

な
確
保
の
推
進
が
目
的
。
医
療
費
の
削
減

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

東
濃
中
部
医
療
提
供
体
制
検
討
会
の
資

料
に
つ
い
て
、
有
識
者
か
ら
回
答
を
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
５
人
の
意
見
で

判
断
を
し
て
い
い
の
か
？

　

本
件
に
関
し
て
専
門
的
な
見
地
を
お
持

ち
の
方
に
具
体
的
な
論
点
を
お
示
し
し
た

上
で
お
尋
ね
を
し
た
と
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

　

有
識
者
の
意
見
の
中
に
、
４
０
０
床
規

模
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
４
０
０
床

は
適
当
な
の
か
？
と
あ
る
が
。

　

必
ず
し
も
土
岐
と
瑞
浪
の
中
間
点
で
４

０
０
床
規
模
の
新
築
に
こ
だ
わ
る
必
要
は

な
い
。
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
時
期
を
失

す
る
懸
念
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、

医
師
・
看
護
師
が
確
保
さ
れ
、
充
分
稼
働

す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
。
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
意
見

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

一
病
院
化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
。

　

新
病
院
を
建
設
す
る
か
ど
う
か
、
明
確

に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
土
岐
総
合
病
院
も

将
来
的
に
は
建
て
替
え
時
期
が
来
て
費
用

は
当
然
発
生
す
る
。
そ
れ
ら
を
比
較
、
考

慮
す
る
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
っ
た
部
分

を
補
っ
て
余
り
あ
る
全
般
的
な
利
点
が
多

い
と
い
う
判
断
を
し
た
。

　

一
病
院
化
す
る
こ
と
で
医
師
が
増
え
る

と
い
う
目
算
が
あ
る
の
か
？

　

医
療
施
設
の
集
約
を
図
る
こ
と
で
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
て
い
る
事
例
は
非

常
に
多
く
見
ら
れ
る
。

　

市
民
を
第
一
に
考
え
る
医
療
が
存
続
で

き
る
の
か
ど
う
か
？

　

土
岐
市
民
に
と
っ
て
、
土
岐
市
・
瑞
浪

市
の
医
療
圏
に
と
っ
て
今
後
も
安
定
的
、

継
続
的
に
医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
い
く
。

●
平
成
34
年
に
は
医
師
数
は
需
要
と
供
給

の
均
衡
が
と
れ
て
く
る
。
土
岐
市
も
医
師

確
保
の
可
能
性
が
あ
る
。
現
状
維
持
で
持

ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
か
。
自
治
体
病
院
経

営
の
第
一
人
者
の
伊
関
先
生
は
「
病
院
は

産
業
振
興
」
と
話
さ
れ
た
。
一
度
、
固
定

観
念
を
外
し
て
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

小関　祥子小関　篤司

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
に
つ
い
て

　

国
は
医
療
の
分
野
を
介
護
、
さ
ら
に
在

宅
に
追
い
や
る
計
画
で
す
。
医
療
費
削
減

で
病
床
数
削
減
を
こ
の
ま
ま
進
め
れ
ば
、

医
療
・
介
護
崩
壊
を
招
き
ま
す
。
４
０
０

床
と
い
う
数
字
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
？

　
（
市
長
）
４
０
０
床
を
決
め
た
ポ
イ
ン

ト
は
ス
タ
ッ
フ
が
揃
い
や
す
い
こ
と
。
一

番
の
問
題
は
医
師
の
確
保
で
、
４
０
０
床

は
確
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
医
療
な
の
で
患
者
さ
ん
が
ど
れ
だ
け
い

て
、
ど
れ
だ
け
必
要
か
を
最
優
先
に
議
論

を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

統
合
で
医
局
か
ら
の
医
師
派
遣
が
受
け

や
す
く
な
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
有

識
者
か
ら
は
見
解
が
な
く
、
逆
に
「
楽
観

で
き
な
い
」
と
釘
を
刺
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
統
合
が
最
適
な
の
か
？

　

総
合
的
に
判
断
し
て
一
病
院
化
が
最
適

と
判
断
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
土
岐
市
に
二
次
医
療
病
院
を
残

す
と
い
う
方
針
は
あ
り
ま
す
か
？

　
（
市
長
）
当
面
土
岐
市
の
中
に
と
い
う

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
の
方
針
は
土
岐
・

瑞
浪
の
医
療
圏
に
必
ず
二
次
救
急
病
院
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

土
岐
市
に
二
次
救
急
医
療
の
病
院
を
な

く
さ
な
い
よ
う
に
、
土
岐
市
立
総
合
病
院

を
存
続
す
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
？

　
（
市
長
反
問
）
現
状
で
具
体
的
な
改
善

策
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●
画
期
的
な
改
善
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
残
っ
て
も
ら
え
る
先
生
の
な
か
で
運

営
は
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
公
立
病
院
を

残
す
こ
と
で
も
っ
と
大
き
な
再
編
の
流
れ

が
来
た
時
に
交
渉
上
で
対
抗
で
き
、
発
言

力
を
持
て
ま
す
。
土
岐
市
民
に
病
院
を
残

せ
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
質
問

を
し
ま
し
た
。

　
（
市
長
）
二
次
救
急
を
現
状
の
中
で
残

す
こ
と
が
大
事
。
絶
対
的
に
土
岐
市
に
残

さ
な
い
か
ん
と
い
う
感
覚
で
は
な
い
。
残

す
こ
と
も
選
択
肢
の
う
ち
の
一
つ
。

◆
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
東
美
濃
に
つ
い
て

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う
か
？

　

賛
成
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
が

31
・
７
％
、
反
対
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

反
対
が
44
・
５
％
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
が

23
・
５
％
で
し
た
。

　

こ
の
結
果
で
住
民
の
合
意
形
成
が
で
き

た
と
判
断
し
て
い
る
の
か
？

　

協
議
会
で
満
場
一
致
で
結
論
を
出
し
た
。

　

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？

　
（
市
長
）
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
は
東
濃
地

域
の
連
携
の
シ
ン
ボ
ル
。
否
定
的
な
意
見

の
方
が
多
数
み
え
る
の
で
、
引
き
続
き
周

知
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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小関　祥子渡邉　隆

◆
総
合
病
院
経
営
改
革
と
市
長
の
姿
勢

　

東
濃
中
部
医
療
提
供
体
制
と
総
合
病
院

健
全
経
営
改
革
の
市
長
の
基
本
的
考
え
は
。

　

東
濃
厚
生
病
院
か
ら
の
提
案
で
そ
れ
ぞ

れ
立
場
は
違
う
が
、
病
院
を
持
た
な
い
瑞

浪
市
と
、
東
濃
厚
生
病
院
、
土
岐
市
の
三

者
で
検
討
会
を
始
め
ま
し
た
。
各
病
院
は

得
意
分
野
や
個
性
的
な
診
療
に
努
め
て
い

る
が
、
基
本
的
に
医
師
確
保
難
の
状
況
下

に
あ
っ
て
両
者
と
も
に
脆
弱
な
診
療
体
制
。

そ
の
中
で
中
長
期
的
に
見
て
こ
の
圏
域
の

救
急
医
療
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
か
と
い

う
会
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
臨
ん

で
い
く
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

　

総
合
病
院
で
医
局
か
ら
医
師
の
引
き
揚

げ
が
あ
っ
た
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

院
長
あ
る
い
は
私
も
同
行
し
て
医
局
へ

直
々
に
お
願
い
し
た
場
合
も
あ
る
が
、
医

局
も
医
師
が
少
な
く
、
派
遣
が
大
変
で
あ

る
と
の
回
答
で
し
た
。

　

医
師
派
遣
が
危
機
的
状
況
。そ
の
背
景
・

原
因
や
そ
れ
に
対
し
医
療
提
供
体
制
検
討

会
の
中
で
も
検
討
し
て
い
か
な
い
の
か
。

副
市
長
に
お
聞
き
し
た
い
。

　

検
討
会
の
趣
旨
は
提
供
体
制
の
中
で
地

域
医
療
を
い
か
に
守
れ
る
か
、
と
い
う
も

の
で
、
総
合
病
院
の
改
革
と
は
連
結
し
て

く
る
も
の
の
、
現
段
階
で
一
緒
に
し
な
い

ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
医
師
不
足
や
大
量

退
職
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、

東
濃
中
部
医
療
提
供
体
制
と
は
リ
ン
ク
さ

せ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

病
院
で
は
こ
の
危
機
的
な
医
師
不
足
・

大
量
退
職
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
、
ど
う
対
応
さ
れ
た
か
お
聞
き
し

た
い
。

　

医
師
の
退
職
を
受
け
て
、
何
が
で
き
て
、

何
が
で
き
な
い
か
各
担
当
や
、
管
理
者
会

議
等
で
検
討
し
、
広
報
等
で
も
お
知
ら
せ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
通
り
、
一
部
内
科
等

の
診
療
制
限
と
い
う
形
で
新
た
な
診
療
体

制
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
一
病
院
化
の
結
論
が
出
さ
れ

た
。
統
合
に
よ
る
医
師
確
保
の
担
保
や
総

合
病
院
の
位
置
づ
け
、
改
革
シ
ナ
リ
オ
は
。

　

実
現
可
能
性
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向

か
ら
検
討
し
た
結
果
、
検
討
会
と
し
て
一

つ
の
案
を
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
で
中
身
を
精
査
し

議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

病
院
は
こ
の
案
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

　

病
院
で
は
意
見
は
多
様
な
状
況
で
す
。

小関　祥子楓　博元

◆
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

　

耕
作
放
棄
地
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税

の
課
税
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
事
は
、
ど

の
様
な
理
由
で
す
か
。

　

平
成
25
年
の
農
地
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
遊
休
農
地
の
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
が
、
農
地
の
利
用
意
識

調
査
を
毎
年
実
施
し
、
利
用
が
行
わ
れ
な

い
場
合
は
、
今
ま
で
軽
減
さ
れ
て
い
た
税

率
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
結
果

的
に
一
・
八
倍
に
な
る
と
い
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
土
岐
市
で
は
現
時
点
で
は
そ
う

い
っ
た
農
地
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
に
は
そ
の
可
能
性
は
有
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
対
策
と
し
て
、
企
業
誘
致
の

農
業
版
と
し
て
営
農
さ
れ
る
個
人
・
集
団
・

会
社
の
育
成
事
業
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
ど
う
で
す
か
。

　

地
域
の
営
農
活
動
を
支
援
す
る
中
山
間

地
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
や
、
新
規
営

農
者
に
は
営
農
次
世
代
人
材
投
資
資
金
が

あ
り
ま
す
。
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
振
地
域
の
解
除
や
、
基
準
の
緩
和
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

　

優
良
農
地
の
中
で
も
圃
場
整
備
な
ど
が

さ
れ
た
農
地
は
、
農
業
上
の
利
用
を
図
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
法
律
等
に
よ
り
原

則
農
地
転
用
許
可
が
制
限
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
一
地
方
自
治
体
の
裁
量

で
、
許
可
・
緩
和
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
ま
す
。

◆
駅
前
広
場
に
つ
い
て

　

駅
前
広
場
整
備
事
業
が
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
が
、
目
的
の
１
つ
に
も
あ
げ
ら
れ

て
い
る
「
土
岐
市
の
顔
・
玄
関
口
と
し
て

魅
力
あ
る
環
境
空
間
の
創
出
」
と
い
う
こ

と
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
焼
き
物
の

街
で
す
の
で
街
路
灯
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
柱

な
ど
を
焼
き
物
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

　

駅
前
広
場
は
重
要
な
都
市
基
盤
施
設
で

す
の
で
、
全
て
の
人
に
と
っ
て
利
用
し
や

す
い
施
設
と
な
る
様
に
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
フ
ラ
ッ
ト
で
広
い
空
間
を
創
る
こ

と
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
け
る

交
流
機
能
並
び
に
災
害
時
に
お
け
る
避
難

場
所
や
活
動
拠
点
と
し
て
の
防
災
機
能
も

兼
ね
て
お
り
ま
す
。
こ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
基
に
、
土
岐
市
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。
本

市
は
焼
き
物
の
街
と
し
て
の
歴
史
・
文
化

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
車
止
め
等
の
道

路
構
造
物
な
ど
に
焼
き
物
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
あ
し
ら
い
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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小関　祥子各務　和彦

◆
所
有
者
不
明
土
地
問
題
に
つ
い
て

　

所
有
者
不
明
土
地
と
は
、
不
動
産
登
記

簿
等
の
所
有
者
台
帳
に
よ
り
所
有
者
が
直

に
判
明
し
な
い
、
ま
た
は
判
明
し
て
も
所

有
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
土
地
を
い
う
。

　

当
市
に
お
け
る
所
有
者
不
明
の
土
地
に

つ
い
て
、
判
明
し
て
い
る
件
数
と
面
積
に

つ
い
て
。

　

残
念
な
が
ら
本
市
が
保
有
す
る
デ
ー
タ

等
の
中
で
そ
う
い
っ
た
所
有
者
不
明
土
地

を
特
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
現
状
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
件
数
・
面
積
と
も
把
握
が
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

所
有
者
不
明
の
土
地
と
考
え
ら
れ
る
土

地
に
つ
い
て
の
未
徴
収
状
況
件
数
と
金
額

が
把
握
さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
、
お
教
え
く

だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
で
、
固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
を
合
わ
せ
た
税
額
で
六
十
六
万
二

千
百
円
。
面
積
は
こ
の
三
十
二
件
の
合
計

で
、
二
十
六
万
五
千
八
百
十
六
・
七
七
平

方
メ
ー
ト
ル
、
筆
数
で
七
九
筆
。

　

死
亡
者
課
税
と
公
示
送
達
の
現
状
は
。

　

前
述
の
件
数
が
公
示
送
達
を
し
て
い
る

案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
死
亡
者
課
税
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
死
亡
者
課
税
と
い

う
形
で
の
課
税
と
い
う
の
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

未
収
金
に
つ
い
て
は
、
課
税
保
留
か
、

あ
る
い
は
不
納
欠
損
処
分
の
対
応
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　

所
有
者
の
所
在
が
不
明
な
こ
と
に
よ
り

未
収
と
な
っ
た
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
則
と
し
て

滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止
し
た
上
で
不
納

欠
損
処
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
不
納
欠
損

処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
家
屋
分
も
含
ん

で
二
十
六
件
。

　

除
籍
簿
（
除
籍
謄
本
）
の
保
存
期
間
と

保
存
方
法
に
つ
い
て
。

　

こ
れ
ま
で
の
時
々
で
の
法
定
保
存
期
間

を
経
過
し
た
除
籍
簿
の
廃
棄
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
全
て
の
戸
籍
簿
や
除
籍
簿
が
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
等
の
更
新
整
備
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
更
新
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正

に
処
理
を
し
て
い
る
。

　

所
有
者
不
明
土
地
に
対
し
て
の
支
障
事

例
に
つ
い
て
。

　

地
籍
調
査
事
業
に
お
い
て
、
登
記
簿
の

住
所
、
氏
名
に
よ
る
追
跡
が
不
可
能
と
な

り
、
立
ち
合
い
が
で
き
な
か
っ
た
土
地
が

今
年
度
三
筆
。
そ
の
結
果
、
こ
の
筆
に
隣

接
す
る
土
地
の
境
界
確
認
が
で
き
な
い
の

で
、
合
計
十
三
筆
の
境
界
が
未
定
。

小関　祥子水石　玲子

◆
が
ん
対
策
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
受
診
の
必
要
性
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る「
が
ん
検
診
の
す
す
め
」

の
導
入
に
つ
い
て
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

が
ん
予
防
、
早
期
発
見
に
向
け
た
市
民

へ
の
生
活
習
慣
の
改
善
や
が
ん
検
診
の
勧

奨
な
ど
の
啓
発
等
を
行
う
上
で
検
討
し
て

い
く
。

　

が
ん
教
育
に
つ
い
て
、
外
部
講
師
に
よ

る
教
職
員
へ
の
講
演
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

各
小
・
中
学
校
で
は
、
研
修
報
告
や
、

伝
達
講
習
を
行
い
、
研
修
資
料
を
配
布
し

て
共
通
理
解
を
図
り
、
が
ん
教
育
の
重
要

性
を
周
知
し
共
有
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
の
が
ん
教
育
の

実
施
の
お
考
え
は
。

　

学
校
医
の
先
生
に
指
導
を
受
け
な
が
ら

が
ん
教
育
の
授
業
の
定
着
、
充
実
に
つ
い

て
検
討
を
深
め
て
い
く
。

　

当
市
で
行
っ
て
い
る
が
ん
患
者
へ
の
就

労
支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜
に
よ
る
就
労
支
援

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
出
張
相
談
会
の
チ
ラ
シ

を
窓
口
に
設
置
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
場

合
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
県
立
多

治
見
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
、
つ
な
ぐ
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

女
性
の
健
康
週
間
に
つ
い
て
、
当
市
の

認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

女
性
の
健
康
週
間
に
限
ら
ず
、
年
間
を

通
し
、
女
性
が
生
涯
を
通
し
、
健
康
で
活

躍
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

◆
高
齢
者
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

　

高
齢
社
会
対
策
大
綱
に
つ
い
て
当
市
の

認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
中
、
全
て

の
世
代
に
対
し
あ
る
べ
き
高
齢
社
会
の
姿

を
示
し
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
と

い
う
指
針
が
示
さ
れ
た
も
の
と
認
識
。

今
後
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
社
会
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

子
供
た
ち
へ
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
実
施
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

学
校
や
公
民
館
で
の
実
施
を
検
討
す
る
。
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小関　祥子髙井由美子

◆
学
校
に
お
け
る
救
命
教
育
に
つ
い
て

　

当
市
の
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
へ
の
心
肺
蘇
生
教
育
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
内
６
校
の
中
学
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

含
め
た
心
肺
蘇
生
等
の
応
急
手
当
に
係
る

実
習
を
２
年
生
に
行
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
で
一
般
的
な
心
肺
蘇
生
法
に
つ

い
て
簡
単
な
実
習
で
学
ん
で
い
る
。

　

学
校
の
管
理
下
で
発
生
し
た
重
大
事
故

に
お
い
て
、
心
肺
蘇
生
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着

を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら

社
会
に
出
て
応
急
手
当
を
み
ず
か
ら
行
う

場
面
に
居
合
わ
せ
る
可
能
性
に
対
応
す
る

た
め
に
、
生
徒
が
講
習
を
受
け
る
機
会
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
や
放
課
後
学
級
等
の
関
係

者
及
び
責
任
者
等
の
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
の
研
修
や
公
衆
は
万
全
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
に
学
校
教
職
員
も

参
加
し
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
と
し
て
は

実
施
し
て
い
な
い
。

　

放
課
後
教
室
指
導
員
は
、
平
成
26
年
度

に
全
指
導
員
を
対
象
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育
の
普
及
、
推

進
及
び
突
然
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
危
機
管

理
体
制
の
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

◆
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

　

兵
庫
県
豊
岡
市
で
は
、
健
康
診
断
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診
や
市
主
催
の
健
康
講
演

会
及
び
健
康
事
業
、
介
護
予
防
事
業
に
参

加
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
得
て
、

学
校
に
寄
付
し
た
り
、
指
定
の
施
設
利
用

券
に
交
換
で
き
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
動
機
づ
け
と
し
て
非
常
に
効
果

を
上
げ
て
み
え
ま
す
。
県
も
、
が
ん
検
診

な
ど
各
種
検
診
や
県
や
市
町
村
が
指
定
し

た
運
動
教
室
や
健
康
講
座
へ
の
参
加
に
対

し
て
県
と
市
町
村
が
共
同
し
て
得
点
を
付

与
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
制
度
へ
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
が
図
ら
れ
る
よ
う
実

施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

小関　祥子西尾　隆久

◆
陶
磁
器
産
業
の
振
興
、現
状
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
の
見
本
市
の
状
況
、
実
績
は
。

　

出
店
者
数
は
新
春
見
本
市
で
平
成
25
年

度
１
８
１
社
に
対
し
、
平
成
29
年
度
は
１

５
３
社
へ
減
少
。
ニ
ュ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
98
社
か
ら
86
社
へ
減
少
。
来
場
者
数
は

ニ
ュ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
11
・
９
％
減
。

新
春
見
本
市
は
16
・
５
％
増
。
商
談
件
数

は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
。
成
約
額
は
平
成

25
年
が
３
億
５
６
０
０
万
円
に
対
し
、
平

成
29
年
度
が
４
億
５
４
０
０
万
円
で
27
・

４
％
の
増
。

　

展
示
即
売
の
支
援
、
実
績
は
。

　

一
番
多
い
年
が
平
成
26
年
で
、
件
数
は

12
件
２
９
８
７
万
円
。
少
な
い
年
は
平
成

28
年
の
６
件
で
１
９
４
４
万
円
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
、
美
濃
焼
の
活
用
に
つ
い
て
。

　

既
に
美
濃
焼
の
マ
グ
カ
ッ
プ
、
皿
、
お

ち
ょ
こ
が
公
式
の
グ
ッ
ズ
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
美
濃
焼
に
関
し
具
体

的
な
行
動
が
あ
り
関
係
団
体
等
と
協
力
し

て
支
援
し
て
い
く
。

　

産
業
観
光
の
実
態
、
実
績
は
。

　

各
種
市
内
で
開
催
さ
れ
る
陶
磁
器
産
業

の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
市
と
し
て
も
支
援

し
て
い
る
。
今
年
度
よ
り
観
光
協
会
で
ガ

イ
ド
付
き
窯
元
め
ぐ
り
の
実
施
を
始
め
て

い
る
。
産
業
に
関
す
る
観
光
資
源
は
幾
つ

も
あ
り
、
め
ぐ
る
よ
う
な
コ
ー
ス
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

窯
業
原
料
確
保
に
係
る
支
援
に
つ
い
て
。

　

東
濃
西
部
の
広
域
行
政
組
合
で
窯
業
原

料
の
採
掘
可
能
な
場
所
を
検
討
す
べ
く
、

埋
蔵
量
の
把
握
を
す
る
た
め
物
理
探
査
も

行
い
、
適
地
調
査
を
今
年
度
実
施
す
る
予

定
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

認
定
こ
ど
も
園
の
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　

西
部
こ
ど
も
園
の
整
備
後
は
い
ず
み
保

育
園
を
含
め
た
泉
地
区
で
新
た
な
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
計
画
を
進
め
る
予
定
。
そ

の
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。
施
設
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら

協
議
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
課
題
の
中
で
、
何
が
ベ
タ

ー
か
を
考
え
、
ど
こ
が
先
、
ど
こ
が
後
と

言
う
こ
と
で
は
な
く
、
調
整
が
で
き
た
と

こ
ろ
か
ら
順
番
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
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視　察　報　告

１月22日　京都府京田辺市
○議員間討議について
京田辺市議会では議会基本条例において、議員同士が

多く議論を交わしながら、政策提案のできる議会を目指
し、議員間の自由討議が規定されています。議員間の自
由討議は、議会は、議員が自由かっ達な議論を行う場と
して、いわゆる議論・討議の広場であることを認識し、
委員会等の会議における議論の審議や審査にあたっては、
議員相互の自由討議によって、議会としての意思を決定
しなければならないと規定されています。
この基本条例に従い、所管事務調査のあり方や委員会

における委員同士の協議・討論の促進、質疑や質問の意
義の確認など、議会本来の機能や役割をいかに発揮するかを、十分に協議し検討を行ってこられました。
委員会における所管事務調査のあり方と手法は、各常任委員会で年度当初に「所管事務調査のテーマ」
の設定を行い、常任委員会の開会中に、１回20分の回数制限なしで各委員が質疑を執行部に通告なし
で行い、調査の目的や項目などを定め、議員が積極的にまちに出て、市民の生の声を聴くように努め、
調査活動を行っておられます。この方法により議員間討議が活発になり、さらに市民に議会の活動が見
えるような「所管事務調査」となっています。また、請願審査の手法は①参考人及び紹介議員への質疑、
②執行部の所管部署への質疑、③質疑内容を踏まえた議員間討議といった３段階に独立した審議を行い、
メリハリのある集中した審議を目指し、無駄に時間をかけないため１委員につき20分として、議員間
の自由討議を行っておられました。

１月23日　大阪府堺市
○委員間討議・議会力向上会議について
堺市議会では、議会基本条例において、議員間による自由な討論や議論を尽くすことにより、論点・

争点をより明確にし、議決を行うことを規定されています。
委員間討議を求める場合、常任委員会では委員会開催日の２日前までに具体的な論点を示して申し出

をし、予算・決算委員会では、委員は、原則として全体会議に関わる理事会において、付託議案につい
ての論点を示して委員間討議の申し出を行います。実際に委員会で委員間討議をする場合は、申し出が
あれば①市長提出案件②議員提出議案③請願④所管事務は、委員間討議を行うことについて諮り、過半
数の同意が得られた場合に行われます。また、議会改革の推進組織として、平成23年６月に「議会力
向上会議」を設置されました。堺市議会の議会力向上会議の主な実績は次のようなものが挙げられます。

◇本会議における一問一答制の導入
◇議案に対する賛否の公表
◇議員定数、議員報酬の改定
◇議案質疑の充実
◇本会議、委員会のインターネット中継、録画中継
◇ 傍聴される方への会議資料の配布や議場の大型スク
リーンの設置
◇議会事務局への法制担当職員の配置
◇議案書のホームページでの事前公開

以上、議会力向上会議の議論を経て、積極的な議会改革
に取り組んでおられました。

議会改革特別委員会
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特別委員会活動報告

病
院
改
革
特
別
委
員
会

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

土
岐
市
の
最
重
要
課
題
は
、
総
合
病
院
の
経
営
問
題
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
今
後
の
方
向
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
急
務
と
の
意
見
が
あ

り
、
病
院
の
方
針
と
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
大
き
な
問
題

は
本
市
会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
医
師
・
看
護
師
不
足
で
あ
り
ま
す
。

新
公
立
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
の
４
つ
の
視
点

１
． 

直
営
に
よ
る
改
善
力
を
強
化
す
る（
地
方
独
立
行
政
法
人・全
部
適
用
）

２
． 

指
定
管
理
者
制
度
を
利
用
し
、
公
立
病
院
と
し
て
の
権
限
を
維
持

し
た
ま
ま
民
間
に
経
営
を
委
ね
る
。

３
． 

経
営
を
譲
渡
し
、
民
間
病
院
に
経
営
を
委
ね
る
。

４
． 

近
隣
病
院
と
協
定
を
結
び
、
病
院
の
役
割
を
統
合
し
、
医
療
機
能

の
再
編
等
を
行
う
。

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
は
最
優
先
事
項
で
す
が
、
民
間
や
公
的
機
関
、

近
隣
市
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
よ
り
、
繰
入
金
を
適
正
化
す
る
と
い
っ

た
財
政
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
手
段
を
と
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
意
見
の
尊
重
・
医
療
関
係
者
と
の
協
力
体
制
・
病
院
関
係
者
の

意
思
統
一
と
診
療
機
能
及
び
シ
ス
テ
ム
の
共
有
化
が
必
要
で
、
病
院
改

革
は
「
市
長
と
院
長
が
本
気
に
な
る
こ
と
」
が
経
営
改
善
に
繋
が
る
と

考
え
ま
す
。

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
の
声
を
代
弁
で
き
る
議
員
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

土
岐
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
を
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

に
施
行
し
ま
し
た
。
そ
の
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
改
革
特
別
委

員
会
で
は
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
平
成
二
十
八
年
八
月
八
日
か
ら
本

格
的
に
検
証
に
入
り
、
①
土
岐
市
の
人
口
、
②
市
の
面
積
、
③
市
の

経
済
（
財
政
）、
④
近
隣
市
の
議
員
定
数
の
状
況
、
⑤
市
議
会
議
員

選
挙
の
立
候
補
者
数
、
⑥
常
任
委
員
会
の
定
数
構
成
等
の
六
つ
の
観

点
か
ら
、
約
二
十
カ
月
、
十
数
回
に
わ
た
り
調
査
研
究
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
昨
年
の
九
月
十
九
日
に
議
員
定
数
を
削
減

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
削
減
す
る
議
員
定
数
に
つ

い
て
協
議
に
は
い
り
、
現
在
の
議
員
定
数
十
八
名
か
ら
一
名
削
減
し

十
七
名
に
す
る
こ
と
が
今
年
の
四
月
十
八
日
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

同
日
議
員
定
数
削
減
の
時
期
に
つ
い
て
も
協
議
を
し
ま
し
た
。
委

員
の
中
に
は
議
員
定
数
の
削
減
と
い
え
ば
現
議
員
定
数
の
削
減
で
あ

り
、
将
来
の
議
員
の
身
分
に
関
す
る
定
数
ま
で
現
議
員
で
決
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
土
岐
市
の
人
口
が

五
万
五
千
人
程
度
を
切
っ
た
頃
と
主
張
さ
れ
る
委
員
の
意
見
が
多
数

と
な
り
、
議
員
定
数
の
削
減
は
来
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
な
く

先
送
り
さ
れ
る
見
通
し
が
決
定
的
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
改
革
特
別

委
員
会
で
は
、
二
十
カ
月
に
お
よ
び
十
数
回
の
協
議
を
重
ね
、
議
員

定
数
削
減
一
名
と
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
数
の
削
減
時
期

が
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
議
会
改
革
特
別
委

員
会
の
委
員
長
は
、
委
員
長
の
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
し
、
委
員
長
職
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
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政務活動費収支報告政務活動費収支報告

政務活動費とは、議員の調査研究に役立てるために必要な経費の一部として各会派（所属議員が１人
の場合を含みます。）に交付されるものです。

各会派は、毎年、１円以上の領収書を添付した収支報告書を議長に提出しています。
残額（返還額）がある場合には、市に返還しています。
ホームページにて、領収書を公開しておりますので、ご確認ください。

交付額　　議員１人あたり年額15万円 ＝ 月額12,500円 × 12か月

会
議
費

会
派
が
行
う
各
種
会
議
、
団
体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等
各
種
会
議
へ
の

会
派
と
し
て
の
参
加
に
要
す
る
経
費
（
会
場
費
、
資
料
作
成
費
等
）

要
請
・
陳
情
活
動
費

会
派
が
要
請
、
陳
情
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
（
交
通
費
等
）

広
聴
費

会
派
が
住
民
か
ら
の
市
政
及
び
会
派
の
政
策
等
に
対
す
る
要
望
、
意
見
を
吸
収

す
る
た
め
の
会
議
等
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
印
刷
費
、
茶
菓
子
代
等
）

広
報
費

会
派
が
調
査
研
究
活
動
、議
会
活
動
及
び
市
の
政
策
に
つ
い
て
住
民
に
報
告
し
、

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
広
報
紙
作
成
費
、
報
告
書
印
刷
費
、
送
料
、
会
場
費
等
）

資
料
購
入
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
図
書
、
資
料
等
の
購
入
に
要
す

る
経
費
（
書
籍
購
入
費
等
）

資
料
作
成
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
作
成
に
要
す
る
経
費

（
印
刷
製
本
費
、
翻
訳
料
、
リ
ー
ス
代
等
）

調
査
旅
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
先
進
地
調
査
又
は
現
地
調
査
に

要
す
る
経
費

（
交
通
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
等
）

研
究
研
修
費

会
派
が
研
究
会
、
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
又
は
会
派
が
他
の

団
体
の
開
催
す
る
研
究
会
、
研
修
会
に
参
加
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
講
師
謝
金
、
出
席
者
負
担
金
・
会
費
、
交
通
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
等
）

■平成29年度　各会派の政務活動費収支報告【交付対象期間　平成29年4月～平成30年3月】
内訳

会派名

交付額
（人数）

費　　目　　別　　集　　計
合　計

（執行率）
会派
負担額 返還額研究

研修費 調査旅費 資料
作成費

資料
購入費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費 会議費 その他の
経費

新世クラブ 1,200,000（８人） 227,448 817,175 　0 　　0 　　0 0 　　0 0 　0 1,044,623（87.0％） 0 155,377

絆 450,000
（３人） 164,280 199,757 　0 12,960 0 0 0 0 0 376,997

（83.7％） 0 73,003

市民ライフ 300,000
（２人） 48,530 0 0 0 274,639 0 0 0 0 323,169

（100％） 23,169 0

公 明 党 300,000
（２人） 266,850 0 0 1,350 0 0 0 0 0 268,200

（89.4％） 0 31,800

礎 150,000
（１人） 38,200 0 0 0 0 0 0 0 0 38,200

（25.4％） 0 111,800

市民ファースト 150,000
（1人） 0 81,937 0 0 0 0 0 0 0 81,937

（54.6％） 0 68,063

日本共産党 150,000
（１人） 0 0 0 31,500 123,699 0 0 0 0 155,199

（100％） 5,199 0

 （単位　円）

そ
の
他
の
経
費

左
記
以
外
の
経
費
で
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
に
必
要
な
経
費

（
謝
礼
金
、
消
耗
品
等
）



今年度の議会報告会の開催日時については、決まりまし
たら、議会だより・チラシ等でお知らせする予定です。平成30年度議会報告会について
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５月14日に、土岐商工会議所との懇談会に参加し
ました。総合病院について、土岐市の観光振興、土
岐市産の美濃焼を使用する条例制定について、とい
う３つのテーマについて意見を交わしました。

土岐商工会議所との懇談会

新緑の季節、すがすがしい初夏となりました。ゴールデンウィークはいかがお過ごしでしたでし
ょうか。
市内各所で家庭菜園にいそしんでおられる方々を、多数お見かけするようになりました。余暇

のひとときを青空のもと、家庭菜園、ガーデニング等で作物の生長を楽しむのもよいかと思います。
また、耕作放棄地を活用していただくのも、今後の課題の一つでもあります。
５月10日開催の臨時会におきましては、各常任委員会、各特別委員会の体制が決定され、スター

トしました。議員として勉強してまいりますので、１年間よろしくお願いいたします。
 （文責：鈴木　正義）

議会だより編集委員会  ―――――――――――――――――――――――――――――――――
　編集委員長：鈴木　正義　　副編集委員長：和田　悦子
　委員：小栗　恒雄、山内　房壽、杉浦　司美、後藤　久男、水野　哲男、水石　玲子

編集後記

市議会では、市民の皆さまの生
活に密着した重要な問題が審議さ
れています。
市役所４階にある傍聴席入り口
の受付で住所・氏名・年齢を記入
するだけで、ど
なたでも傍聴で
きます。
市政を知って
いただくために
もお気軽にお出
かけください。

市
し ま せ ん か ？
議 会 を 傍 聴

○西尾隆久　　杉浦司美　　楓　博元　　加藤辰亥
　加藤淳一　　山田正和　　各務和彦　　水野哲男

○渡邉　隆　　鈴木正義　　北谷峰二　　和田悦子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○髙井由美子　　水石玲子　　　　○小栗恒雄

　　　　　　　　　　　　　　　　
○山内房壽　　○後藤久男　　　　○小関篤司

新世クラブ

絆

公明党 市民ライフ

礎 市民ファースト 日本共産党

～ 会派の紹介 ～
○代表者

日 月 火 水 木 金 土
5/27 28 29 30 31 6/1 2

本会議
（議案提案説明）

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
本会議

（質疑・委員会付託・
一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

17 18 19 20 21 22 23
第２常任委員

会
第１常任委員

会

24 25 26 27 28 29 30
本会議

（委員長報告・質
疑・討論・採決）

次回６月定例会（予定）  ※午前９時開会予定。（変更の場合あり)
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